
１　はじめに
本校は，創立 38 年目を迎える，船橋市北

部に位置する普通科 18 クラス規模の高等学
校である。平成 27 年度に千葉県から「地域
連携アクティブスクール」の指定を受け，三
年目を迎えた。多くの生徒が，中学校時代の
「勉強がわからなかった」「学校に行けなかっ
た」「人付き合いが苦手」などの問題を克服
して「高校デビュー」を果たしている。現在，
高校で学び直し，自立した社会人を目指して
学習に取り組んでいる。

２　地域連携アクティブスクールとして
の特色ある取組

本校では，「学び直し」「実践的なキャリ
ア教育」「地域連携」「教育相談体制」の４本
柱を軸に，厳格な生徒指導と，きめ細かな教
科指導の特色ある取組の実践を長年行ってい
る。この努力が実を結び，昨年度「文部科学
大臣表彰」の栄誉に輝いた。
⑴学び直し
教育課程に学校設定科目を設け，中学校か

らの基礎・基本（国語・数学・英語）の学び
直しを展開している。１年生は必修形式，２
年生・３年生には選択形式である。
⑵実践的なキャリア教育
コミュニケーション能力の伸長を目指し，

三年間を通じたソーシャルスキルトレーニン
グを年間教育指導計画に位置付け，実施して
いる。
就業体験では２年生全員が６月に三日間，

事業所で体験活動を実施している。事業所は

70 カ所を超える。将来の職業観育成，職業
選択能力の伸長も狙いのひとつである。平成
28 年度末の進路決定率は 98.8％であった。
⑶地域連携
音楽系部活動による小・中学校等との合同

音楽祭，運動系部活動による合同大会を開催
して好評を博している。地域自治会と連動し
た防災訓練実施の他，地域清掃活動，福祉団
体訪問，地区の行事への参加や，本校職員に
よる出前授業を実施している。これらの取組
により「地域とともに歩む学校」としての姿
勢が明確に地域の方々に伝わっている。そし
て，それが「地域とともに地域を創る学校」
に向けた信頼へと繋がっている。
⑷教育相談体制
教育相談体制の一層の強化，いじめ根絶，

中・高連結した途切れのない支援に向け，ス
クールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカーの機能を高めている。更に八千代特
別支援学校との連携強化にも努め，組織体と
しての教育相談体制の充実を図っている。

３　おわりに
これらの取組に対して，保護者による学校

評価項目「本校に入学させて良かった」にお
いて 94％の方々から「満足している」との
回答を得た。この結果に応えるべく，本校の
全職員は，学校と家庭と地域の連携を一層密
にしながら，更に一層努力し，保護者の皆様
の期待に必ず応えていくものと私は確信して
いる。
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僕は小・中学校，高校で「学校ライブ」
をやっているシンガーソングライターです。
出身地である千葉県から始まったこの活動
も熊本県以外の 46都道府県までに拡がり，
現在924回を超えました。文化祭や芸術鑑賞
会という名目もゼロではありませんが，多
くが道徳教育の一環として御依頼を受けて
います。専門的にその分野を勉強している
わけではありません。しかし，たくさんの
子どもたちの前に立ってきて見つけること
ができた僕なりの考えをいくつかお話でき
たらと思います。
僕だけではなく，こうした外部の人間が
来校する取組は近年とても増えてきたよう
に感じています。主旨は様々でしょうが，
できる限り子どもたちにいろんな人たちと
触れ合って欲しいという想いの表れだと思
います。先日，ある先生が僕にこんなこと
をおっしゃいました。「生徒に素敵な出会い
を提供するのも，私たち教師の仕事です」と。
すばらしいお考えだなと思いました。今の時
代，インターネットやSNSを通して，子ど
もたちはいろんな世界を見ることができて
いるかもしれません。しかし，やはり大切
なのは，生の音楽に触れたり，人と人との
リアルな出会いやあたたかい交流です。命
の大切さや，夢を持つことのすばらしさな
ど，子どもたちに伝えたいメッセージはた
くさんありますし，それらを学校から求め
られますが，僕としては何よりも彼らにとっ
て「良き出会い」でありたいと思っています。
話が前後してしまいますが，2003年の夏，
千葉県多古町で行われた詩人相田みつをの
御子息である相田一人氏の講演会の前座で
ライブをしました。その時にいらしていた
富里市立富里中学校の先生に，ライブが終

わった後声を掛けていただいたのです。「大
野さんの歌を生徒たちに聴かせたいので，
学校に歌いに来てくれますか？」と。高校
３年の時，僕の母は乳がんで亡くなりまし
た。そんな母の闘病中のことや，亡くなっ
た時の気持ちを歌にした「天使の舞い降り
た朝」という作品が，その先生を突き動か
したのです。それが学校ライブを始めるきっ
かけとなりました。当時まだ21歳。そんな
若いミュージシャンを授業に招いた先生の
勇気や行動力には，今思うと感心してしま
います。特に印象的だったのは，「天使の舞
い降りた朝」を歌ってくれれば，あとは自
由にやってもいいとおっしゃっていたこと。
その先生もまた，愛する生徒たちへ「良き
出会い」を届けたかったのかと思います。
長い人生の中ではそんな出会いは一瞬の
出来事です。けれどその一瞬が，彼らの人生
を決めるかもしれません。世の中には様々な
職業があって，たくさんの選択肢や生き方が
あるということ。そんなことを直接肌で感じ
てもらうことで，子どもたちの世界を広げて
あげられたらといつも願っています。
中高生たちが被害者や加害者になってし
まう，痛ましい事件や事故が後を絶ちませ
ん。何故そのような悲しい出来事が起きて
しまうのか。僕は「寂しさ」が原因だと思っ
ています。いじめる側が，以前はいじめら
れていた側だったというケースも多いと聞
きます。ネットで有名人を誹謗中傷したり
するのも，大人の世界の立派ないじめであ
り，その根源もやはり心の寂しさであると
僕は思えてならないのです。
座間市で９人もの若者を殺めた恐ろしい
事件がありました。彼女たちが被害者になっ
てしまったきっかけこそまさに寂しさであ
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り，それにつけこまれて事件は起こりまし
た。犯罪者もまた，人知れず大きな寂しさ
を抱えていたのでしょう。
「心があたたかく感じるもの」，それが道
徳だと僕は思っています。友達に優しくさ
れたことや，先生が自分のために真剣に叱っ
てくれたこと。してもらったことだけでな
く，電車でおばあちゃんに席を譲っている
人を見た時や，感動的な出来事を耳にした
時，心はとてもあたたかくなるはずです。
難しいことはあまり分かりませんが，僕た
ちの心があたたかく感じるものは全て，「道
徳的」と言えるのではないでしょうか。逆
に冷たく感じるのであれば，それはきっと
道徳的ではありません。
音楽には人の心をあたためる，そんな大
きな力があります。しかし学校ライブに限っ
ては，音楽の好みは様々だし，ある意味で
は強制的にその場にいなければならないの
ですから，もしかしたら好きでもない歌を
聴くことが苦痛な子だっているかもしれま
せん。家庭でのことや進路の悩みで，ライ
ブどころではない子もきっといるでしょう。
ですので，全ての生徒たちに僕の歌が届い
ているなんて思ってはいません。彼らにとっ
て良き出会いでありたいと思いながら，そ
れについても受け取る側の自由であると，
ライブ中はそんな謙虚さを忘れないように
しています。それでも，難しい年頃である
中学生たちが，思い切り笑ったり，感動し
て涙を流したりする姿を今までたくさん見
てきました。少なくとも，その時の彼らの
心はきっとあたたかい状態であると思うし，
僕との出会いがかけがえなのないものにな
ると信じています。
もともとは，ただシンガーソングライター
としてメジャーデビューをして，歌番組に
出て有名になりたいと思っていた僕にとっ
て，この学校ライブという活動に意味を見
出せずに葛藤する時期もありました。2005
年に運よくメジャーデビューをすることが
できましたが，その後も学校ライブの御依
頼は増え続け，気がつけば日本全国を駆け
回る日々に追われ始めていきました。実は

デビュー曲が「心のノート」という歌で，
これは当時道徳の副読本であった「心のノー
ト」をもとにした作品なのです。音楽関係
者の中には，大野靖之のイメージが決まっ
てしまうことへの心配を口にする者もいま
したが，楽曲のすばらしさを信じ，デビュー
曲へと踏み切りました。学校ライブが全国に
拡がっていった理由は，やはりこのデビュー
曲の影響力が大きいのではないかと思って
います。
たくさんの学校から必要とされることを
有難いと思う反面，いっこうに有名になら
ないことや，CDがヒットしないことに苦し
み，この活動が一体何を生み出しているの
か悩む日々は続きました。けれど，続けて
きたこの14年間でようやく目に見える形で
「やってきて良かった」と思う出来事が増え
始めました。近年学校ライブで高校に行く
と，終わった後必ず何人かの生徒が僕に声
を掛けてくれます。小学生の頃学校で観て，
今日で２回目だというのです。中には小・中・
高の３回学校ライブを経験したという声も
聞いたことがあります。そんな声を聞くと
僕も胸が躍りますし，何よりもずっと覚え
ていてくれていることがたまらなく嬉しい
のです。
その時すぐに感動の言葉や心の声が僕の
耳に入らなくても，きっとそれぞれの心の
中に何かを残すことができていているのか
もしれないと，そんな大切なことに気付か
されました。いつの日か彼らが大きくなっ
た時，ふとした瞬間僕のライブを思い出し
てくれたらそれでいいのです。目に見える
ものが全てではないと，彼らから教えられ
ました。大事なことは，目に見えるものだ
けに捉われないこと，そして結果を急いで
はいけないということなのです。烏

お こ

滸がま
しいかもしれませんが，先生方のお仕事と
どこか通じるものがあるのではないかと勝
手に思っています。「良き出会い」であった
かどうか，心に残せたかどうか，それはきっ
と長い年月を経て，わかっていくものなの
かもしれません。
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